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退

職

者

第13回定期総会
陪
讐
百

⌒年
金

・
健
保
制
度
崩
壊
危
機
）
に

工上
向
【
う

気
力

・
体
力

・
政
治
力
を
〃

第

一
三
回

定

期

補
会
報

告

（会
報
３８
号
　
一
一～
七
頁
参
照
）

六
月
二
六
日
‐木‐
　
結
合
は
昨
年
と
同
じ
県
立

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
の
４
階
第
五
会
議
々
で

開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

山
口
順
久
氏
に
よ
る
年
金
相
談

の
コ
ー
ナ
ー
や
、

こ
だ
ま
会
１０
周
年
記
念
誌
や

会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
配
布
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
、

み
な
さ
ん
を
ま
ち
う
け
ま
し
た
。

予
想
外
に
出
席
者
が
多
く
、

追
加
の
柿
子
を

運
び
こ
む
程
況
で
し
た
。

１
時
３０
分
、

川
井
幹
事
の
刊
会
で
殆
ま
り
ま

し
た
。

出
席
者

一
〇
二
名
、

委
任
状
四
六
九
名
、

計
工
七

一
名
で
、

会
則
第

一
二
保
の
結
会
成
立

要
件
で
あ
る
会
貞
総
数
七
七
九
名
の
１
／
３

（二
六
七
名
）
を
充
分
に
満
た
し
て
お
り
、

総

会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
、

開
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
の
こ
と
ば

（要
旨
）

川
井
幹
事

さ
き
の
国
会
で
は
、　

こ
〈
八
の
法
案
が
通
過

し
、

〇
　
八
日
に

一
法
業
の
割
合
で
通
っ
て
い

ま
す
。

国
会
議
員
で
す
ら
熊
く
早
い
テ
ン
ボ
で

政
治
が
動
い
て
お
り
、

高
柿
者
を
含
む
保
健
、

年
金
寺
々
の
改
悪
が
進
ん
で
い
ま
す
。

改
悪
を

‐に
め
、

い
か
に
し
て
法
律
を
少
な
く
す
る
か
が

立
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ
だ
ま
会
」
も
、

親

性
は
勿
論
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、

一
定
の

運
動
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来
て

い
ま
す
。

今
年
の
提
案
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で

例
年
と
は
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ

ん
の
意
博
の
な
い
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
幹
事

あ

い
さ

つ

（
要
旨

）

鈴
木
志
げ
子
代
表
幹
事

み
な
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。

本
日
は
お
忙
し

い
中
を
お
Ｈｌ
で
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。

初
め
て

一
〇
〇
名
を
超
え
る

一
〇
二
名
の

会
員
の
お
顔
を
拝
見
し
、

本
当
に
感
激
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
こ
だ
ま
会
に
対
す
る
期
待
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
、

改
め
て
役
貞

一
同

気
ひ
き
じ
め
て
頂
張
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、

消
費
税
の
増
税
や
、

健
保
　
午
金

な
ど
の
改
悪
、

介
護
保
険
の
提
案
な
ど
国
政
が

激
し
く
動
い
て
い
ま
す
。

黙

っ
て
い
て
は
高
齢

者
の
生
活
は
圧
迫
さ
れ
る

一
方
で
す
。

声
を
挙

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
ヒ
シ
ヒ
シ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
だ
ま
会
の
消
費
税
ｍ
止
の

署
名
も

一
定
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
社
会
的
に
日
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

一
方
　
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

病
気
に
な
っ
た
と
き

一
人
ポ
ッ
チ
の
と
き
の
″

た

よ
り
が
い
″
の
あ
る
こ
だ
ま
会
に
な
っ
て
行
き

た
い
と
の
方
向
で
、

法
律
　
税
金
　
年
金
　
建

築

（リ
ホ
ー
ム
）
な
ど
の
相
談
事
業
を
は
じ
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

保
険
の
充
実
、

葬
祭
な

ど
少
し
で
も
役
立
つ
も
の
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
職
中
は
　
権
力
に
弱
か
っ
た
も
の
で
す
。
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総会場での鈴木志げ子代表幹事挨拶
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退
職
し
て

一
人
と
な
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、

考

え
る
こ
と
を
十
に
出
し
て
い
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
こ
だ
ま
会
と
足
並
み
を
揃
え

て
，≡
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

本
日
の
欠
席
の
お
は
が
き
に
は
、

体
詞
不
詞

が
日
立
ち
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
お
体
を
大
切
に

お
す
ご
し
下
さ
い
。

（会
貞
物
故
者

一
五
名
に
対
し
黙
と
う
〕

来
雪

の
あ

い
さ

つ

神
奈
川
県
戦
労
中
央
執
行
委
員
会
小
畑
副
委

員
長
か
ら
　
こ
だ
ま
会
の
発
展
を
祝
い
、

と
も

に
連
帯
し
斗
い
ま
し
ょ
う
と
の
祝
鮮
を
頂
き
、

続
い
て
、

横
浜
市
従
退
職
者
会
、

神
奈
川
県
労

連
退
職
者
会
　
合
労
災
神
奈
川
県
本
部
か
ら
祝

辞
、

神
奈
川
県
労
働
金
庫
か
ら
祝
電
を
頂
き
ま

し
た
。

議
事
に
荒
井
太
郎
氏
を
選
出
、

議
事

に
大
り

ま
し
た
。

第

一
号
誘
実

Ｉ
　

一
九
九
六

（平
成
八
）
年
度
経
過
報
告

ｌ

　
一
九
九
六

（平
成
八
）
年
度

一
校
会
計

・
積
立
金
会
計
決
算
報
告

田
　
１
に
対
す
る
監
査
報
告

Ｉ
　
経
過
報
告
　
　
　
青
木
事
務
，
長

１
　
三
つ
の
委
員
会
の
活
動
は
、

昨
年
度
発
足

し
た
も
の
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
軌
道
に
の
っ
て

き
た
。

い
　
総
務
　
企
両
委
員
会

公
員
の
生
活
実
態
と

ニ
ー
ズ
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
課
題
に
取
祉
み
、

法
律
　
枕
紘
　
保
険
年
金
相
談
を
祐
め
た
、

０
　
趣
味
の
会
実
行
委
員
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会
、

昨
史
教
生
、

旅

行
の
会
、

お
茶
の
会
な
ど
実
施
し
た
。

ｍ
　
集
団
体
制
の
会
報
編
集
が
軌
道
に
の
っ

た
。

２
　
大
会
の
拡
大
は
、

あ
と

一
歩
で
八
〇
〇
名

に
達
す
る
。

退
職
予
定
者
む
け
の
各
種
集
会

に
出
か
け
、

入
会
勧
誘
に
努
め
た
。

３
　
事
務
局
体
制
と
財
政
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

維
持
さ
れ
て
事
務
処
理
を
進
め
て
い
る
。

財

政
は
、

活
動
の
活
性
化
に
伴
い
、

精

一
打
や

り
く
り
を
し
て
い
る
，

４
　
そ
の
他

‐１１
　
子
作
り
文
化
禁
　
昨
年
度
同
様
、

神
奈

川
県
自
清
労
逗
退
職
者
会
の
実
行
委
員
会

に
参
加
し
実
施
し
た
。

０
　
日
本
高
齢
千
大
会
　
４
名
が
通
常
の
輸

に
参
加
、

事
か
な
情
報
を
得
た
。

工
　
本
〓
計
決
算
報
告
　
青
木
事
務
局
長

一
般
会
計
と
積
立
金
会
計
に
つ
い
て
、

収
支

決
算
に
も
と
づ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

皿
　
本
〓
計
監
査
報
告

ｉ
町
多
忠
子
会
計
監
合

上
月
八
日
こ
た
ま
公
キ
務
所
に
お
い
て
監
合

の
相
某
、

妥
当
に
執
行
さ
れ
て
い
た
。

以
Ｌ
、

第

一
号
離
浜
ｆ
８
間

一
括
採
決
の
新

米
、

拍
子
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

二
号
議
案

一
九
九
七

（
平
成
九
）
年
度
活
動
方

針
実
お
よ
び

一
般
会
計
　
積
立
金
会
計

収
支
予
算
実
　
　
■
方
副
代
表
幹
事

提
案
に
先
立
ち
資
料

（会
報
陀
３８
）
の
訂
正

を
い
た
し
ま
す
。

ニ
ペ
ー
ジ
上
段
後
か
ら
五
行

日

″
「赤
字
」
と
い
う
な
ら
…
…
″
以
下
三
行
、

不
適
切
な
表
現
で
し
た
の
で
削
除
い
た
し
ま
す
。

司
会
や
来
資
の
検
拶
で
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、

恵
政
悪
法
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、

み
な
さ
ん
も
怒

り
を
新
た
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に

は
み
な
さ
ん
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

厳
し
い
情
勢
で
す
が
、

高
締
に
な

る
と
い
う
向
で
州
さ
が
出
ま
す
が
、　

一
人
ひ
と

り
の
力
は
小
さ
い
が
、

力
を
奇
せ
集
め
て
，ｔｆ
を

大
き
く
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｉ
　
活
動
方
針

１
　
医
療
　
介
護
供
険
　
年
金
問
題
な
ど
の
資

料
提
供
　
学
習
会
を
行
う
〔

署
名
活
動
な
ど

要
求
で

一
致
す
る
他
団
体
と
も
協
力
す
る
。

２
　
会
報
を
年
四
同
刊
行
し
て
、

催
し
も
の
の

お
知
ら
せ
や
必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

提
供
す
る
。

３
　
相
談
事
業
を
軌
道
に
の
せ
、

編
利
厚
生
事

業
で
は
、

さ
ら
に
退
職
後
有
利
な
各
種
共
済

な
ど
を
充
実
す
る
。

４
　

一
〇
〇
〇
名
の
会
員
を
目
指
し
て
、

県
職

会場一杯の参加者のみなさん

三役を決める第 1回幹事会 (休憩中に)
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労
壮
年
部
や
各
支
部
分
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
、

会
員
の
増
加
を
は
か
る
。

５
　
事
務
局
体
制
は
、

会
員
増
、

活
動
の
活
性

化
で
事
務
量
が
増
大
す
る
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
が
よ
り
必
要
で
あ
る
。

６
　
他
団
体
と
も
連
携
し
、
″手

作
り
文
化
祭
″

や
、

各
種
集
会
に
参
加
す
る
。

７
　
三
委
員
会
の
日
標

①
　
企
画
総
務
委
員
会
　
企
画
委
員
会
に
改

称
、

財
政
問
題
が
課
題
。

②
　
趣
味
の
会
実
行
委
員
会
　
新
し
い
企
画

と
と
も
に
、

新
し
い
リ
ー
ダ
獲
得
が
必
要
。

世
話
人
を
広
く
求
め
る
。

③
　
広
報
編
集
委
員
会
　
会
報
年
四
回
の
刊

行
が
日
標
。

一

工
　
△
〓
計
収
支
予
算

１
　
一
般
会
計
は
、

規
模
は
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。

た
だ
、

平
均
年
齢
の
変
化
か
ら
、

積
立
金
取

く
ず
し
収
入
で
終
身
会
費
の
１
／
１６
を
１
／

２０
と
し
た
。

活
動
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、

積
立
金
の
使
い
み
ち
や
　
事
業
収
入
拡
大
の

方
向
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
　
第
二
号
譲
也
案
も
拍
手
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

皿
　
第

二
号
議
案

役
員
改
選
　
　
　
青
木
事
務
局
長

新
役
員
の
候
補
を

一
九
名
か
ら
二
〓
名
に
し

推
選
の
経
過
と
候
補
者
名
溝

（左
表
）
の
発
表

が
あ
り
、

大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

）

暫
時
休
憩
後
、

退
任
さ
れ
た
和
田
、

岸
両
幹

事
に
謝
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、

三
役
が
発
表

さ
れ
、

幹
事

一
人
ひ
と
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
議
事
終
了
し
、

粕
手
の
う
ち
議
長
が

降
壇
し
ま
し
た
。

続
い
て
山
口
順
久
会
員
に
よ
る

「年
全
の
将

来
は
ど
う
な
る
…
…
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

関
心
が
強
い
故
か
、
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば

よ
か
っ
た
の
に
と
は
会
場
の
声
。

講
演
要
旨
を

四
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
覧
下
さ
い
。

閉
会
の
こ
と
ば
は
、

加
藤
副
代
表
幹
事
が
述

1997～98年度 こ だま会役員

注 :委員会の分担は第2回幹事会(7/15)に 決定した。

・EP 新任

べ
ま
し
た
。

老
後
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
に
怒

り
を
も
ち
声
を
挙
げ
よ
う
、　

一
人
ぽ
っ
ち
を
な

く
し
全
員
相
互
の
交
流
を
深
め
よ
う
、

み
ん
な

で
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
ろ
う
と
縮
め
く
く
り
、

少
々
時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
無
事
閉
会
し
ま

し
た
。

総
会
を
終
る
と
、　

一
同
９
Ｆ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ガ
ル
」
に
集

い
明
日
氏
の
司
会
、

児
工
氏
の

乾
杯
で
賑
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、

ゆ
っ
く
り
と
語
ら
う
よ
う
に
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

に
せ
ず
、

席
を
多
く
設
け
た
バ
イ
キ
ン
グ
方
式

に
し
て
好
評
で
し
た
。

近
況
報
告
の
交
換
や
ら
、

カ
ラ
オ
ケ
で
大
い

に
盛
り
あ
が

っ
た
楽
し
い

一
刻
で
し
た
。
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役職名 氏 名 委  員  会

代 表 幹 事 鈴 木  志 げ子 企画、広報、趣味の会

副代表幹事 生 方  武 羅夫 企画

加 藤  利  秋 趣味の会、広報

松 村      チFs 趣味の会

事 務 局 長 青 木    武 企画、広報、趣味の会

事務局次長 木 村  武  子 広報

幹 事 明 田  岡 J 一

小野田 ム で子 企画

船 橋 まさ子 趣味の会

鈴 木 二 郎 企画

川 井  弘  次

米 山 束 伊 趣味の会

新 井 通 子 広報

・小 川 達 子 趣味の会

・秋 中 一 允 企 画

・新 井 勝 久

・叶 井 進 一 企画

・斎 藤 一 悦

・島 田  多 嘉子 趣味の会

(県 職 労)
・本 山 文 子

会 計 監 査 上 野 多 恵子 趣味の会

古怒日 富 士一

相 談  役 児 玉 欣 一郎 企画、広報

さあ、ゆっくり語りあおう
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「年
金
の
将
栄
は
ど
う
な
る
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
す
が
、

い
ま
年
金
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

８６
年

（昭
和
６２
年
）
の
年
金
改
悪
、

今
か

ら
１１
年
前
、

丁
度
私
た
ち
の
Ｐ
）
だ
ま
会
」

が
発
足
し
た
翌
年
で
す
が
、

高
齢
化
社
会

が
来
る
、

公
的
年
金
が
漬
れ
る
と
騒
が
れ
、

改
悪
の
三
点
セ
ッ
ト

「
給
付
額
を
切
下
げ

る
」
「支
給
開
始
年
飾
６５
歳
に
引
き
上
げ

る
」
「
保
険
料
を
大
幅
に
上
げ
る
」
が
押

し
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
額
の
切
下
げ

は
、

国
民
年
金
が
３８
％
、

厚
生
年
金
は
３２

％
～
３３
％
、

私
た
ち
の
共
済
年
金
は
３５
％

～
４０
％
、

と
く
に
共
済
の
切
下
げ
幅
は
も

っ
と
大
き
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を

一
度
に
下
げ
る
訳
に
い
き
ま
せ
ん
か

ら
２０
年
か
け
て
だ
ん
だ
ん
に
行
う
と
い
う

も
の
で
１１
年
た

っ
た
今
年
退
職
さ
れ
た
皆

さ
ん
は

「
こ
ん
な
に
少
な
い
の
か
」
と
首

か
れ
た
と
思
い
ま
す
。

８６
年
の
改
悪
時
は

皆
さ
ん
も
関
心
が
少
な
く
、

同
年
７
月
の

衆

・
参
議
院
同
時
選
挙
に
は
改
悪
を
進
め

た
自
民
党
が
衆
院
で
３
０
０
議
席
を
確
保
、

大
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

「年
金
の
平
均
額
は
い
く
ら
か
」
と
聞

か
れ
ま
す
が
、

こ
の
会
場
の
皆
さ
ん
で
も

生
年
月
日
に
よ
っ
て
年
金
額
の
水
準
が
追

い
ま
す
。

昭
和

一
桁
生
ま
れ
は
ま
あ
ま
あ
、

二
桁
は
お
気
の
毎
様
、

昭
和
２０
年
生
ま
れ

に
な
れ
ば
支
給
開
始
年
齢
も
伸
び

「
ご
愁

傷
様
」
と
お
悔
や
み
を
申
上
げ
る
よ
う
な

状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
改
悪

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
し
、

も
う
改
悪
し

尽
く
し
た
と
思
っ
て
ま
し
た
と
こ
ろ
、

昨

年
秋
頃
か
ら
年
金
改
悪
の
話
が
再
燃
し
、

マ
ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ
俄
か
に
雲
行
き
が

性
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

今
度
は

「少

子
」
高
柿
化
社
会
の
進
行
と
い
う
こ
と
で
、

２
年
後
の
９９
年
の
年
金
財
政
再
計
算
期
に

ま
た
ま
た
改
悪
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

厚
生
省
の
関
係
者
は
従
来
の
改
正
は
ま
だ

「
ァ
メ
」
の
部
分
が
あ

っ
た
が
今
回
は
「
ム

チ
」
し
か
な
い
と
嘆
い
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。　

一
時
金
か
ら
も
掛
金
を
徴
収

す
る
総
報
酬
制
の
導
入
や
国
民
年
金
の
３

号
被
保
険
者

（サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
）
か

ら
保
険
料
徴
収
す
る
な
ど
負
担
増
、

支
給

開
始
年
飾
６５
歳
実
施
時
期
を
早
め
る
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
役

世
代
の
負
担
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

従

来
、

既
得
権
と
し
て
影
響
の
少
な
か
っ
た

私
た
ち
受
給
者
に
も
５
年
ご
と
の
賃
金
ス

ラ
イ
ド
を
な
く
し
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
み
に

す
る
、

高
額
の
年
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
が
さ

さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
改
悪
の
中
身

は
年
金
審
議
会
で
検
討
中
で
、

ま
だ
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
「
現
役
世
代
、

後
世
代
」

と
の
負
担
の
均
街
と
公
平
を
ど
う
す
る
か
、

要
す
る
に
年
金
受
給
中
の
世
代
に
も
年
金

額
の
切
下
げ
な
ど
の
負
担
を
求
め
る
と
い

う
の
が
今
回
の
特
徴
で
す
。

と
こ
ろ
で
、

皆
さ
ん
が
年
金
を
受
け
始

め
る
時
点
で
そ
の
人
の
積
立
金
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

将
来

の
拾
付
総
額
と
積
立
金
給
額

（掛
金

・
使

用
者
負
担
　
利
子
の
合
計
）
が
イ
コ
ー
ル

な
ら
誰
に
も
負
担
を
か
け
な
い
わ
け
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
の
試
算
が
あ
り
ま

す
が
、

昭
和
６
年
生
ま
れ
の
場
合
、

宿
立

総
額
は
給
付
絡
額
の
２５
％
程
度
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

つ
ま
り
＝
金
の
４
倍
、

本
人

負
担
の
８
倍
も
の
年
金
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

足
り
な
い
分
は
誰
が
負

担
す
る
の
か
。

国
庫
負
担
も
あ
り
ま
す
が

基
礎
年
金
部
分
の
３
分
の
１
で
す
か
ら
大

部
分
は
後
世
代
、

現
役
の
負
担
に
し
よ
う

と
い
う
の
が
政
府
の
考
え
、

現
行
の
制
度

な
の
で
す
。
こ
れ
で
は
現
役
は
堪
り
ま
せ

ん
し
、

マ
ス
コ
ミ
は
少
な
い
掛
金
負
担
で

高
い
年
金
に
胡
座
を
か
い
て
現
役
世
代
に

負
担
を
強
い
て
い
る
と
し
て
高
齢
者
を
悪

者
に
仕
立
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

高
締
者
の
実
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

百
万
を
超
え
る
無
年
金
者
が
お
り
、

国
民

年
金
の
加
入
者
で
も
平
均
受
給
月
額
は
４

万
円
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
共
済
年

金
は
ま
だ
良
い
ほ
う
で
、

恵
ま
れ
て
い
る

高
齢
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
中
、

戦

後
を
生
き
抜
き
、

今
日
の
日
本
を
築
い
て

き
た
高
齢
者
に
憲
法
２５
条
に
定
め
ら
れ
た

「健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
を
保
障
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
改
善
の
運
動

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
月
額
７
万

円
を
保
障
す
る
最
低
保
障
年
金
制
度
の
制

定
な
ど
年
金
改
善
を
求
め
る
請
願
は
１
千

を
こ
え
る
地
方
自
治
体
の
議
会
で
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
「社
会
保
障
と
し
て
の
年

金
」
か
、

公
的
年
金
は
基
礎
年
金
の
み
と
し

て
後
は
民
間
金
融
機
関
に
委
ね
る
年
金
民

営
化
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
国
の
責
任
と

負
担
を
減
ら
し
財
政
論
優
先
の
年
金
制
度

か
の
岐
路
に
立

っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障

の
財
源
は
日
本
の
経
済
と
政
治
を
民
主
化

し
、

国
民
の
生
活
向
上
本
位
に
切
り
換
え

る
な
ら
ば
十
分
で
き
ま
す
。

私
た
ち
を
高

齢
者
を
悪
者
に
し
、

現
役
世
代
に
負
担
を

強
い
る
年
金
改
悪
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

今
こ
そ
、

行
動
に
立
上
が
る
時
で
す
。

私

た
ち
に
な
に
が
で
き
る
の
か
。

ぜ
ひ
、

こ

だ
ま
会
の
幹
事
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（会
貝
　
社
会
保
険
労
務
士
）

年
金
の
将
采
は
ど
う
な
る
か

悪
者
に
さ
れ
る
受
給
者
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各
部
会
入
会
ご
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ

で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

①
歴
史
教
宣

⌒第
二
〇
回
）

東
慶
寺
に
眠
る
人
び
と

と
　
き

　
一
一
月
六
日
内
　
一
～
四
時

と
こ
ろ
　
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

Ｏ
歴
史
散
歩

（第

一
六
回
）

鎌
倉
の
史
跡
探
訪

と
　
き
　

一
〇
月

一
七
日
０

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
　
一
〇
時
集
合

コ
ー
ス
　
北
鎌
倉
か
ら
小
町
大
路

○
健
康
ウ
ォ
ー
ク
会

秋
の
２‐
世
紀
の
森
を
訪
れ
よ
う

と
　
き

　

一
一
一月
五
日
０

コ
ー
ス
　
関
本
駅
―
内
山
　
２‐
世
紀
の

森
―
酒
水
の
滝
―
山
北
駅

○
旅
行
の
会

五
色
沼
散
策
と
歴
史
の
街
会
津
の
旅

と
　
き

　
一
一
月

一
二
日
的
十

一
三
日

内
　

一
泊
二
日

コ
ー
ス
　
本
厚
木
―
横
浜
―
郡
山
十
五

色
沼
―
磐
梯
熱
海
温
泉
（泊
）

―
会
津
酒
蔵
歴
史
会
館
―
山

田
漆
器
館
―
横
浜
―
本
厚
木

費
一　
用
　
一
一五
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

バ
ス

一
台
貸
切
り
で
四
四
名
の
定
員
で

す
。

席
に
余
裕
の
あ
る
場
合
、

旅
行
の
会

に
未
加
入
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ご

希
望
の
方
は
、

九
月
〓
０
日
山
ま
で
に
与

務
局
ま
で
中
込
ん
で
下
さ
い
．

０
薬
膳
料
理
と
お
抹
茶
を
楽
し
む
会

老
化
を
防
ぐ
業
陪
料
理
を
作

っ
て
、

み

ん
な
で
会
食
。

午
後
は
お
束
子
と
お
妹

茶
で
懇
談
。

秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
〔

と
　
き

　

一
一
月
　
八
日
中

一
一
十

一
万
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
Ｆ

（Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
）

講
　
師
　
鈴
木
志
げ
子
氏

（表
千
家
）

上
野
多
恵
子
氏

（業
階
催
雄
づ
く
り
研
究
会

会
長
）

△
ム
　
費

　
一
、

人
〇
〇
円

中
込
み
　

一
一
月

一
五
日
い
ま
で
に
住

所

・
氏
名
　
電
話
を
明
記
し

た
葉
書
を
、

事
務
局

へ
。

きれいになったね

―
口業搭

業膳健康づくり研究会編

夕E川 新同社  2300日

ど
ん
な
活
動
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
あ
ま
り
理
解
し
な
い

ま
ま
、

退
職
後
の
生
活
の
指
針
の

一

つ
に
な
れ
ば
と
い
う
気
持
で
県
職
労

退
職
者
こ
だ
ま
会
に
加
入
し
、

第
十

二
回
定
期
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

結
会
は
百
名
余
り
の
出
席
に
よ

っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

十
三
年
と
い

う
歴
史
の
歩
み
が
会
場
に
熱
気
を

つ

く
り
、　

一
年
振
り
の
再
会
を
喜
び
合

う
先
輩
達
の
姿
に
退
職
者
こ
だ
ま
会

を

一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る

様
子
が
何
わ
れ
ま
し
た
。

い
ま
高
齢
者
に
と
っ
て
、

消
費
税

率
の
引
上
げ
や
医
療
、

年
金
の
改
悪

寺
き
び
し
い
情
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
達
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
ど

う
し
て
も
高
齢
者
達
が
手
を
結
ん
で

少
し
ず

つ
で
も
行
動
を
お
こ
し
て
ゆ

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

同
時
に
退
職
後
の
生
活
を
よ
り

豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

退
職

者
こ
だ
ま
会
で
と
り
く
ま
れ
て
い
る

旅
行
、

趣
味
、

健
康
づ
く
り
の
会
等

の
広
が
り
や
充
実
、

会
報
に
よ
る
情

報
の
提
供
に
よ
っ
て

（今
年
度
か
ら

は
四
回
の
発
行
）
会
員
同
志
を
つ
な

ぎ
、

仲
間
づ
く
り
を
し
て
ゆ
く
こ
と

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

退
職
者
こ
だ
ま
会
が
ま
す
ま
す
充

実
し
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
ば
と
思

い
退
職
者
こ
だ
ま
会
の
幹
事
を
お
引

受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

高
齢

者
の
明
日
の
生
活
を
楽
し
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
先
輩
の
方
遠
と

共
に
頂
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（元
保
健
教
育
セ
ン
タ
ー
勤
務
）
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民
法
上
、

遺
言
に
よ
っ
て
で
き
る
行
為

は
、

十
種
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ

に
は
、

口
遺
言
に
よ
っ
て
の
み
で
き
る
行

為

（生
前
に
は
で
き
な
い
行
為
）
と
０
生

前
行
為
に
よ
っ
て
も
、

遺
言
に
よ
っ
て
も
、

ど
ち
ら
で
も
で
き
る
行
為
と
が
あ
り
ま
す
。

遺
言
に
よ
っ
て
の
み
で
き
る
行
為

遣
言
に
よ
っ
て
し
か
で
き
な
い
行
為
は
、

①
後
見
人
　
後
見
監
督
人
の
指
定
②
相
続

分
の
指
定

。
指
定
の
委
託
③
遺
産
分
割
方

法
の
指
定
　
指
定
の
委
託
④
遺
産
分
割
の

禁
止
⑤
相
続
人
担
保
責
任
の
指
定
⑤
遺
言

執
行
者
の
指
定
　
指
定
の
委
託
②
遺
贈
減

殺
方
法
の
指
定
　
委
託
、

の
七
種
で
す
。

紙
幅
の
都
合
で
、

全
部
を
取
り
上
げ
る

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

四
項
目
に
限

定
し
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、

②
相
続
分
の
指
定
で
す
が
、

被

相
続
人

（遺
言
者
）
は
法
定
相
続
分
と
果

な
る
相
続
分
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、

遺
留
分
の
規
定
に
反
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

法
定
相
続
分
は
、

相
続

人
の
種
類
に
よ
り
、

例
え
ば
、

配
偶
者
と

子
供

一
人
の
場
合
で
あ
れ
ば
配
偶
者
が
二

分
の

一
、

子
供
が
三
分
の

一
、

と
い
う
ふ

う
に
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

遺
留
分
と
い
う

の
は
、　

〓
疋
の
相
続
人

（兄
弟
姉
妹
を
除

く
）
に
対
し
、

相
続
財
産
の
う
ち
の

一
定

割
合
を
保
障
し
、

被
相
続
人
が
死
亡
し
た

後
の
相
続
人
の
生
活
の
安
定
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
、

そ
の
割
合
は
、

直
系
尊
属

の
み
が
相
杭
人
の
場
合
は
相
続
財
産
の
三

分
の

一
、

そ
の
他
は
三
分
の

一
と
な

っ
て

い
ま
す
。

相
続
分
を
こ
れ
よ
り
小
さ
く
し

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

な
お
、

指
定
の

委
託
と
は
、

相
続
分
を
定
め
る
こ
と
を
第

三
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。

③
通
産
分
割
方
法
の
指
定
と

は
、

例
え
ば
、

配
偶
者
に
は
有
価
証
券
及

び
現
金
、

子
供
に
は
不
動
産
と
い
う
ふ
う

に
分
割
方
法
を
指
定
す
る
こ
と
で
す
。

④

遺
産
分
割
の
禁
止
と
は
、

五
年
を
超
え
な

い
期
間
の
範
囲
内
で
遺
産
分
割
を
禁
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

遺

産
分
割
を
巡

っ
て
争
い
を
生
ず
る
恐
れ
が

あ
る
よ
う
な
場
合
に
、

冷
却
期
間
を
設
け

よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
規
定
の
趣
旨
で
す

⑥
被
相
続
人
は
遺
言
に
よ
っ
て
、　

一
人
ま

た
は
複
数
の
過
言
執
行
者
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

生
前
行
為
に
よ
っ
て
も
、

遺
言
に
よ
っ
て
も
で
き
る
行
為

こ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

③
認
知
③
財

産
処
分

（遺
贈
と
寄
付
行
為
）
⑩
相
続
人

の
廃
除
と
そ
の
取
消
し
①
信
託
法
上
の
信

託
の
設
ｔ
、

の
四
租
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、

⑩
相
続
人
の
廃
除
と
そ
の
取
消
し

と
い
う
の
は
、

遺
留
分
を
有
す
る
推
定
相

杭
人
が
、

被
相
続
人
を
虐
待
し
た
り
、

五

大
な
侮
辱
を
加
え
た
り
、

あ
る
い
は
推
定

相
続
人
に
著
し
い
非
行
が
あ

っ
た
場
合
に

被
相
続
人
は
推
定
相
続
人
の
相
続
権
廃
除

を
家
裁
に
請
求
で
き
ま
す
が
、

遺
言
に
よ

っ
て
こ
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
に
は
、

遣
言
執
行
者
は
、

そ
の
遺
言
が
効
力
を
生

じ
た
後
、

遅
滞
な
く
家
裁
に
排
除
の
請
求

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（次
回
は
遺
言
の
形
式
）

（生
方
武
羅
夫
）

(rF)日 本 の 支給 開 始 年 齢 で 女性 は 98年 まで 59歳 。 保

険 料率 は月 収 に対 す る割 合 。 日本 を 除 き94年

欧
米
も
公
的
年
金
高
齢
化
で
重
症

公 的年 金の国際 比破

日  本

(厚 生 年 金 )

米

(畜讐漠魔)
独

(賊 泉年 金 )

仏

(一般 制度 )

支治 開始

年 Pa

60歳
(男性〉

65歳 65歳 60規

保 険料導 17.35夕ち

(労使打 半 )

12 . 4夕ち

(労使張半 〉

1 9  2 %

(労使折半 )

本  人 6 65%

事業 主 9・8 %

平均年金

夏治月 額

ホ旬100,000F日

(94をF8=)

旅,100,000F日
く93年 )

升コ86,000F弓
(93たF)

」々55,000Fコ

く93年 )

主要国の公的与壺のBtヨ達

伸 的「
― ― ― ― 一 一

鳥累
字幅 o

累 %

柄 1的
赤

尋2m
3田

畑

珊0

―由日 本

1 'Ⅲlドイ ツ
ロロ フランス
ー・―米  国
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飲
み
方
で
注
意
し
た
い
の
は
、

水
な
し

で
飲
む
人
が
い
る
こ
と
で
す
ね
。

中
に
は
、

カ
プ
セ
ル
も
何
も
な
し
で
飲
め
る
と
い
ば

る
人
ま
で
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
非
常
に
危

険
で
す
。

カ
プ
セ
ル
を
ち
ょ
っ
と
水
で
ぬ
ら
し
て
、

手
で
も

っ
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、

ゼ
ラ
チ
ン
で
す
か
ら
、

す
ぐ
ベ
タ
ベ
タ
し

ま
す
。

そ
れ
が
食
道
の
途
中
で
粘
膜
に
く

っ
つ
く
と
、

つ
い
た
所
で
溶
け
て
、

食
道

の
粘
膜
に
潰
易
を
お
こ
し
た
り
し
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
出
血
し
た
り
、

穴
が
あ

い
た
り
、

け
っ
こ
う
め
ん
ど
う
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。

た
と
え
飲
み
や
す
い
ク
ス
リ
で
も
、

水

か
白
湯
で
、

そ
れ
も

コ
ッ
プ

一
杯
く
ら
い

で
飲
む
の
が
い
い
の
で
す
。

水
で
流
し
こ

む
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ク
ス
リ

は
溶
け
な
い
と
、

腸
の
粘
膜
か
ら
吸
収
さ

れ
な
い
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
カ
プ
セ
ル
が
こ
わ
れ
て
中
の
ク

ス
リ
が
溶
け
出
す
と
き
に
、

水
分
が
た
っ

ぶ
り
あ

っ
た
方
が
溶
け
や
す
い
の
で
す
。

も
し
溶
け
な
い
ま
ま
移
動
し
て
い
っ
た
場

合
に
は
、

そ
の
ま
ま
出
て
し
ま
う
わ
け
で

す
か
ら
、

せ
っ
か
く
飲
ん
だ
ク
ス
リ
が
、

何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

※

よ
く
ク
ス
リ
を
、

ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ラ

と
い
っ
し
ょ
に
飲
ん
で
は
い
け
な
い
と
い

い
ま
す
が
、
じ
っ
さ
い
に
ア
ス
ピ
リ
ン
を
、

水
や
白
湯
で
飲
ん
だ
と
き
と
、　

コ
ー
ラ
で

飲
ん
だ
と
き
を
く
ら
べ
る
と
、

血
液
中
の

濃
度
の
上
が
り
方
が
遅
く
な
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

牛
乳
も
あ
ま
り
す
す
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

年
乳
に
は
カ
ル

シ
ウ
ム
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

ク
ス
リ
の
中
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
と
く

っ
つ
い
て
吸
収
さ
れ

に
く
く
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

た
だ
、

ア
ス
ピ
リ
ン
の
よ

う
に
、

目
や
腸
の
粘
膜
を
傷

つ
け
る
ク
ス
リ
は
、

牛
乳
が

粘
膜
を
保
護
す
る
の
で
、牛

乳

で
飲
ん
だ
方
が
い
い
の
で
す

お
茶
に
は
果
奮
剤
の
カ
フ

エ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

鎮
静
薬
を
お
茶
で
飲
む
よ
う

な
こ
と
は
常
識
的
に
や
め
た

い
で
す
ね
。

昔
は
お
茶
で
鉄

剤
を
飲
む
の
は
い
け
な
い
、

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
の

）

ク
ス
リ
は
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

飲

ん
で
も
心
配
は
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

ど
の
ク
ス
リ
も
原
則
的
に
は
水
か
白
湯

で
飲
む
の
が

い
い
の
で
す
が
、

万
が

一
、

水
も
白
湯
も
な
か
っ
た
ら
、

何
も
な
し
で

飲
む
よ
り
は
、

お
茶
で
も
ジ

ュ
ー
ス
で
も

い
い
か
ら
、

い
っ
し
ょ
に
飲
ん
で
い
た
だ

い
た
方
が
よ
い
で
す
ね
。

お
酒
と
い
っ
し
ょ
に
飲
む
と
い
う
の
は

言
語
道
断
で
す
。

た
と
え
ば
睡
眠
薬
を
、

お
酒
と
い
っ
し
ょ
に
の
む
と
、

非
常
に
危

険
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア

ル
コ
ー
ル
と
ク
ス
リ
が
同
時
に
肝
臓
に
い

く
と
、

肝
臓
は
優
先
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

処
理
し
よ
う
と
し
ま
す
か
ら
、

ク
ス
リ
は

血
江
の
中
で
待
た
さ
れ
て
、

濃
度
が
高
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

タ
バ
コ
は
ニ
コ
チ
ン
を
ふ
く
ん
で
い
ま

す
か
ら
、

血
圧
を
あ
げ
た
り
、

タ
バ
コ
自

体
が
あ
ま
り
か
ら
だ
の
た
め
に
は
い
い
影

響
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
ク
ス
リ
を
飲
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、

か
ら
だ
の
具

合
が
悪
い
の
だ

っ
た
ら
、

ク
ス
リ
を
飲
む

前
に
タ
バ
コ
を
制
限
す
る
方
が
い
い
で
し

ょ
う
。

こ
と
に
心
臓
と
か
、

血
圧
、

循
環

器
系
に
関
係
す
る
よ
う
な
ク
ス
リ
の
と
き

は
、

タ
バ
コ
は
ガ

マ
ン
し
て
下
さ
い
。

各
事
し
の
手
帖
』
か
ら
）

●
空
腹
時
に
、

ク
ス
リ
を
コ
ッ
プ
ー
杯
の
水
で

の
む
の
に
く
ら
べ
て
、

少
工
の
水
の
と
き
は
、

血
液
中
の
ク
ス
リ
の
濃
度
の
上
り
方
が
悪
い
。

●
ク
ス
リ
を
コ
ー
ラ
で
の
む
と
、

水
で
の
む
の

に
く
ら
べ
て
、

血
液
中
の
ク
ス
リ
の
温
度
の
上

り
方
が
お
そ
い
。

3  4   5

(日本病― 師会苦)

工
積
中

の
温

宝

日のむ水は多いほうがいい

250」

ロコーラでのむと吸収がわるい

1時間 2
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全
国
自
治
体
退
職
者
の

去
る
７
月
６
日
、

自
治
労
追

全
国
大
会
の
前
日
、

岡
山
市
で

第
４
回
自
治
体
職
場
退
職
者
会

役
員
会
全
国
交
流
集
会
が
開
か

れ
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
集
会
は
政
府
の

「
行

財
政
改
革
」
の
柱
と
し
て
医
療

制
度
の
改
悪
、

福
祉
の
切
捨
て

に
加
え
て
年
金
の
大
改
悪
が
も

く
ろ
ま
れ
て
い
る
情
勢
の
中
で
、

自
治
体
関
係
退
職
者
の
全
国
的

組
織
の
対
成
を
め
ざ
し
て
、

そ

の
準
備
会
を
兼
ね
て
開
か
れ
ま

し
た
。

準
備
会
で
は
申
し
合
せ
事
項

と
し
て
次
の
３
点
が
確
認
さ
れ
、

次
回
の
自
治
労
連
大
会
等
に
「全

国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
」

の
結
成
に
向
け
て
お
工
い
に
努

力
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

∧
申
し
合
せ
事
項
∨

中
備
会
の
名
称
を

「
全
国
自

治
体
退
職
者
会
連
絡
会
準
備

〈
Ｆ

（仮
称
　
連
絡
会
準
備
会
）

と
す
る
。

連
絡
会
準
備
会
は
、

①
各
自
治
体
退
職
者
会
相
互
の

組
織
化
を
め
ざ
し
て

情
報
交
換
や
親
睦
活
動
及
び

退
職
者
の
生
活
向
上
と
権
利

確
立
な
ど

一
致
す
る
要
求
で

共
同
行
動
を
す
す
め
る
。

②
ま
た
、

地
域
住
民
の

一
員
と

し
て
、

住
民
の
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
る
民
主
的
な
自
治

体
を

つ
く
り
あ
げ
る
活
動
に

も

と

り

く

む

。

③
そ
の
た
め
に

一
致
す
る
要
求

課
題
で
各
自
治
体
労
組
と

の
共
同
行
動
を
追
求
す
る
。

そ
の
他
と
し
て
準
備
会
は
全

国
の
各
自
治
体
退
職
者
会
を
構

成
単
位
と
し
て
上
部
団
体
の
違

い
を
越
え
て
構
成
す
る
幅
広
い

も
の
と
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
当
面
、

事
務
局
を
置

き
、

各
退
職
者
組
織
に
協
力
と

参
加
を
よ
び
か
け
、

連
絡
会
発

足
に
必
要
な
活
動
計
画
や
予
算

計
画
な
ど

の
準
備
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
準
備
会

の
役
員
体
制
も

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
世
話
人
代
表

大
牟
礼
藤
男
　
東
京
都
職
労

●
世
話
人
副
代
表

服
部
信
夫
　
愛
知
名
古
屋
市

労
連

川
上
や
刊
　
一泉
都
府
職
労

●
世
話
人

高
橋
良
雄
　
〕石
手
自
治
労
連

加
藤
利
秋
　
神
奈
川
自
治
労

連

小
川
春
水
　
愛
知
名
古
屋
市

耽
労

佐
谷
史
郎
　
大
阪
府
職
労

山
田
賢

一　

大
阪
衛
都
連

鈴
庇
飾
治
　
一永
都
府
職
労

●
事
務
局
長

小
川
智
司
　
都
職
労

●
事
務
局
次
長

新
倉
昭
二
　
横
浜
市
従

（加
藤
利
秋
）熱のこもった討議が続く

高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金

【対
象
】
県
内
に
１
年
以
上

在
住
し
、

高
齢
者
向
け
の
住
宅

の
新
案
、

増
改

築
、

住
宅
設
備

の
改
造
な
ど
の

工
事
を
、

横
浜

川
崎
市
以
外

で
行
Ｙ
つ
方
で
、

０
６０
歳
以
上
の

方
と
同
居
す
る

方
０
同
吊
者
が
い
る
６０
枝
以
上

の
方
。

【内
容
】
▼
利
キ
Ｈ
年
２

・

５
％
▼
限
度
徹
Ｈ
３
５
０
万
円

（１０
年
以
内
偵
還
）
。

【申
し
込
み
】
９
月
３０
日
ま

で
に
工
事
予
定
の
市
町
村
の
高

怖
者
福
祉
担
当
課
へ
。

【問
い
合
わ
せ
】
県
高
齢
者

保
健
福
祉
課
ａ
０
４
５

（２
０

１
）
１
１
１
１
内
線
５
５
１
０

（県
　
広
報
課
）

（神
奈
川
新
聞
　
９７

８

‐８
）

ン――‐‐‐‐‐‐
〔
リ
ーー‐――‐‐‐

――――‐‐‐‐‐
巳
【
‐‐――‐‐‐‐‐

――――‐‐‐‐
旧
示
‐‐‐‐‐‐‐‐

貸

付

制

度

ご

利

用

を

○
寄
せ
ら
れ
た
返
信

事
務
，
に
よ
せ
ら
れ
た
裕
会
出
欠
席
迎
加
に

は
、

様
さ
ま
な
送
信
が
苦
か
れ
て

い
ま
し
た
。

欠
席
取
山

の
最
も
多
か

っ
た
も

の
は
　
体
調
不

調
で
し
た
。

つ
い
で
助
務
し
て

い
る
れ
が
続
き

ま
す
。

こ
れ
を
機
会

の
住
所
変
更
も
結
稗
あ
り

や

　

　

串

　

　

幸

外
国

へ
行
か
れ
た
方

、
行
く
方
も
た
く
さ
ん

い
ら

っ
し

ゃ
る
の
で
し

ょ
う
が
、

外
国
で
も

こ

の
国
だ
け
は
モ
ト
を
と
り

つ
く
す
ま
で
、

お
【

け
に
し
ま
し

ょ
う
。

そ

の
回
は

″
☆
泉
国
″
。

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

と

こ
と
ん
と
ん

（
斉
藤

一
悦

）

ま

し
た

。

ご
意
見

の
中
で
は
、
″

総
会
開
催
を
紋

よ
に
凹
売
せ
ず

、
平
塚

厚
木
あ
た
り
を

後
討
し
て
ほ
し

い
″
が
日
立
ち
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
連
信
を

一
つ
ご
紺
介
し

ま
し
よ
う
。

ち
ょ
っ
と

言
言
、

お
便
り
を
下
さ
い
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